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は
じ
め
に

「
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず

安
全
に
働
け
る
職
場
」へ

　

令
和
８
年
４
月
か
ら
、改
正
労
働
安
全

衛
生
法
に
基
づ
き
、高
年
齢
者
の
労
働
災

害
防
止
に
必
要
な
措
置
の
実
施
が
事
業
者

の
努
力
義
務
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。こ
れ
に
合
わ
せ
て
公
表
さ
れ
た「
高

年
齢
者
の
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
指
針
」

は
、高
年
齢
者
の
特
性
に
配
慮
し
た
作
業

環
境
の
改
善
、作
業
の
管
理
、健
康
や
体
力

の
状
況
の
把
握
、安
全
衛
生
教
育
な
ど
を
、

職
場
の
実
情
に
応
じ
て
体
系
的
に
進
め
る

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、こ
の
考
え

方
は
極
め
て
重
要
で
す
。自
治
体
職
員
の

業
務
は
、庁
舎
内
の
窓
口・事
務
業
務
だ
け

で
な
く
、清
掃
、給
食
、土
木
、上
下
水
道
、

消
防
、福
祉
、教
育
、施
設
管
理
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
し
か
も
、そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
で
作
業
環
境
、作
業
姿
勢
、身
体
負

荷
、対
人
対
応
、移
動
の
頻
度
な
ど
が
大
き

く
異
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、高
年
齢
者

の
労
働
災
害（
公
務
災
害
）防
止
は
、単
に

「
高
齢
だ
か
ら
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」と
い

う
一
般
的
な
注
意
喚
起
で
は
不
十
分
で
す
。

各
職
場
の
実
態
に
即
し
た
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
行
い
、優
先
順
位
を
明
確
に
し

た
う
え
で
、ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
の
対

策
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
地
方
公
務
員
の
公
務
災

害
認
定
件
数
は
3
万
6
6
9
件
で
あ
り
、

前
年
度
よ
り
や
や
減
少
し
た
も
の
の
、近

年
は
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。ま

た
、職
員
千
人
当
た
り
の
公
務
災
害
認
定

件
数
は
10
・
18
件
と
な
っ
て
い
ま
す（
図

1
）。 

一
方
、公
務
上
死
亡
災
害
は
令
和
６

年
度
に
28
人
で
、過
去
最
少
と
な
り
ま
し

た
が
、死
亡
災
害
が
少
な
く
な
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、重
篤
災
害
の
リ
ス
ク
が
消
え

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
年
齢
者
の
公
務
災
害
防
止
対
策
は
、

特
定
の
年
齢
層
だ
け
を
対
象
に
し
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
、転
倒
し
に
く

い
通
路
、無
理
の
な
い
作
業
姿
勢
、わ
か
り

や
す
い
表
示
、休
憩
し
や
す
い
作
業
計
画
、

相
談
し
や
す
い
職
場
風
土
な
ど
の
対
策
は
、

す
べ
て
の
職
員
に
と
っ
て
安
全
で
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。本

稿
で
は
、指
針
と
行
政
通
達
※
の
趣
旨
を

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
た

職
場
環
境
改
善
と
作
業
管
理

松
葉
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事
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図1　地方公務員の公務災害認定件数の推移

図2　安全衛生管理体制の確立等
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踏
ま
え
、自
治
体
が
実
務
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
す
。

ま
ず
安
全
衛
生
管
理
体
制
を

整
え
る

　
高
年
齢
者
の
公
務
災
害
防
止
を
進
め
る

う
え
で
、最
初
に
必
要
な
の
は
、組
織
と
し

て
の
方
針
と
体
制
を
明
確
に
す
る
こ
と
で

す
。
指
針
で
は
、経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る
方

針
表
明
、安
全
衛
生
方
針
へ
の
位
置
づ
け
、

担
当
組
織
や
担
当
者
の
明
確
化
、安
全
衛

生
委
員
会
等
で
の
調
査
審
議
が
示
さ
れ
て

い
ま
す（
図
2
）。

　

自
治
体
で
い
え
ば
、首
長
部
局
、人
事

担
当
、安
全
衛
生
担
当
、現
場
管
理
者
、産

業
医
、保
健
師
、衛
生
管
理
者
、安
全
管
理

者
等
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
う
こ
と

が
出
発
点
に
な
り
ま
す
。高
年
齢
者
対
策

は
、人
事
制
度
だ
け
の
問
題
で
も
、現
場
の

注
意
喚
起
だ
け
の
問
題
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

配
置
、作
業
管
理
、健
康
管
理
、教
育
、設

備
改
善
を
横
断
的
に
結
び
つ
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
安
全
衛
生
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る

職
場
で
は
、委
員
会
の
議
題
と
し
て
、高
年

齢
者
の
災
害
発
生
状
況
、ヒ
ヤ
リ・ハ
ッ
ト
、

体
力
や
健
康
状
態
を
踏
ま
え
た
作
業
配
慮
、

設
備
改
善
の
優
先
順
位
な
ど
を
定
期
的
に

取
り
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。委
員
会

が
な
い
小
規
模
な
出
先
機
関
や
施
設
で
は
、

定
例
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、朝
礼
、業
務
打
合
せ

な
ど
を
活
用
し
て
、職
員
の
意
見
を
聴
く

機
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。通
達

で
も
、労
働
者
の
意
見
聴
取
は
必
ず
し
も

会
議
体
に
限
ら
れ
ず
、業
務
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
等
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、高
年
齢
者
が「
足
元
が
不
安
で

あ
る
」「
重
量
物
の
運
搬
が
き
つ
い
」「
階
段

で
不
安
を
感
じ
る
」「
暑
い
時
期
の
屋
外
作

業
が
つ
ら
い
」と
い
っ
た
こ
と
を
言
い
出

し
や
す
い
職
場
風
土
づ
く
り
も
大
切
で
す
。

図3　従業員の声を拾う安全対策ワークショップ

図4　設備面での改善（踏み台の改良）

図5　安全対策の推移30期〜36期（2018年〜2024年）
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本
人
の
申
し
出
を「
弱
音
」と
受
け
止
め
る

の
で
は
な
く
、公
務
災
害
防
止
の
重
要
な

情
報
と
し
て
扱
う
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

自
治
体
の
例
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、比

較
的
年
齢
層
の
高
い
パ
ー
ト
従
業
員
等
が

多
い
小
売
業
や
社
会
福
祉
施
設
な
ど
で
は
、

そ
の
労
働
災
害
防
止
対
策
に
積
極
的
に
取

り
組
む
職
場
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。株

式
会
社
カ
イ
ン
ズ
で
は
、店
舗
主
体
に
よ

る
安
全
衛
生
活
動
の
推
進
を
軸
に
、労
働

災
害
の
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
体
系

的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
核
と
な
っ

て
い
る
の
が
、従
業
員
の
声
を
拾
う
安
全

対
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す（
図
3
）。

図3〜5  出典：厚生労働省　SAFEアワード「株式会社カインズの安全活動について」
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も意見しやすい環境
を意識する

店長が
「やるべき事」を判断

メンバーの発言は
否定しない

目的

一段踏み台

ポイント

二段踏み台

⃝転倒災害を削減するべく、より
安全性の高い「一段踏み台」と

「二段踏み台」を開発し、店舗へ
導入

⃝カインズ独自の開発踏み台
⃝踏み面を広くしたことで安定感アップ
⃝持ち手を取り付けたことで、より安全に昇降が可能
⃝アルミ製のため、女性でも簡単に持ち運びが可能
⃝踏み台に乗ると自重で沈み込み、脚が床面にしっかりと設

置し、安全性が向上
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特
徴
的
な
の
は
、安
全
推
進
リ
ー
ダ
ー

を
各
店
舗
に
配
置
し
、主
に
パ
ー
ト
従
業

員
の
現
場
の
声
を
起
点
に
改
善
を
進
め
て

い
る
点
で
す
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、立

場
に
関
係
な
く
意
見
を
出
し
合
え
る
環
境

を
整
え
、現
場
特
有
の
課
題
を
抽
出
し
、店

舗
ご
と
に
最
適
な
対
策
を
検
討
し
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
双
方
向
の
取
り
組
み
に

よ
り
、「
言
わ
れ
た
か
ら
や
る
安
全
」で
は

な
く
、「
自
ら
考
え
実
践
す
る
安
全
」へ
と

意
識
改
革
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

加
え
て
、安
全
対
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
じ
て
安
全
靴
や
耐
切
創
手
袋
の
導
入
、

踏
み
台
の
改
良
と
い
っ
た
設
備
面
で
の
改

善
も
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り（
図
4
）、

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
安
全
対
策

が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
店
舗
主
体
で

継
続
的
に
実
施
し
た
結
果
、労
働
災
害
は

年
々
減
少
し
て
お
り
、そ
の
成
果
は
明
確

に
表
れ
て
い
ま
す（
図
5
）。

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で

優
先
順
位
を
決
め
る

　

指
針
の
中
心
に
あ
る
の
が
、危
険
源
の

特
定
等
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
す
。

高
年
齢
者
の
身
体
機
能
等
の
変
化
に
伴
う

公
務
災
害
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、災
害
事
例

や
ヒ
ヤ
リ・ハ
ッ
ト
事
例
か
ら
危
険
源
を

洗
い
出
し
、リ
ス
ク
の
高
さ
を
考
慮
し
て

対
策
の
優
先
順
位
を
検
討
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す（
図
6
）。

　

自
治
体
業
務
で
は
、リ
ス
ク
の
種
類
が

非
常
に
幅
広
く
な
り
ま
す
。庁
舎
内
の
事

務
部
門
で
は
、階
段
、通
路
、書
庫
、コ
ピ
ー

機
周
辺
、駐
車
場
、雨
天
時
の
玄
関
な
ど
で

の
転
倒・つ
ま
ず
き
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

窓
口
部
門
で
は
、来
庁
者
対
応
に
伴
う
立

ち
座
り
、書
類
や
物
品
の
持
ち
運
び
、混
雑

時
の
移
動
な
ど
が
リ
ス
ク
に
な
り
ま
す
。

　
清
掃
部
門
で
は
、重
量
物
の
取
り
扱
い
、

滑
り
や
す
い
床
面
、車
両
周
辺
で
の
作
業
、

早
朝
作
業
が
問
題
に
な
り
ま
す
。給
食
調

理
場
で
は
、中
腰
姿
勢
、重
量
物
の
移
動
、

濡
れ
た
床
、熱
源
、刃
物
、時
間
に
追
わ
れ

る
作
業
が
重
な
り
ま
す
。

　

土
木・建
設・上
下
水
道
関
係
で
は
、屋

外
で
の
移
動
、斜
面
、段
差
、交
通
環
境
、

暑
熱
、悪
天
候
、現
場
確
認
中
の
転
倒・墜

落・交
通
事
故
が
課
題
に
な
り
ま
す
。

　

優
先
順
位
を
決
め
る
際
に
は
、災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
危
害
の「
重

篤
度
」と
、そ
の
災
害
が
発
生
す
る「
可
能

性
」の
程
度
か
ら
リ
ス
ク
の
大
き
さ
を
見

積
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、リ
ス
ク

低
減
措
置
に
つ
い
て
は
、危
険
な
作
業
の

廃
止・変
更
な
ど
の
本
質
的
対
策
、工
学
的

対
策
、管
理
的
対
策
、個
人
用
保
護
具・装

備
の
使
用
と
い
う
順
に
検
討
す
る
こ
と
が

基
本
で
す
。

　

た
と
え
ば
、重
い
容
器
を
人
力
で
持
ち

上
げ
る
作
業
が
あ
る
場
合
、ま
ず
容
器
の

小
型
化
や
搬
送
方
法
の
変
更
を
検
討
し
ま

す
。次
に
リ
フ
ト
や
台
車
な
ど
の
機
器・設

備
導
入
を
検
討
し
ま
す
。そ
れ
で
も
残
る

リ
ス
ク
に
つ
い
て
、作
業
手
順
書
や
作
業

分
担
、休
憩
、教
育
を
整
備
し
、最
後
に
防

滑
靴
や
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
な
ど
の
装
備
を

組
み
合
わ
せ
ま
す
。

　
こ
の
順
序
を
意
識
し
な
い
と
、「
注
意
し

ま
し
ょ
う
」「
腰
を
痛
め
な
い
よ
う
に
持
ち

ま
し
ょ
う
」と
い
っ
た
教
育
や
注
意
喚
起

に
留
ま
り
、根
本
的
な
リ
ス
ク
が
残
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
高
年
齢
者
対
策
で
は
、本

人
の
注
意
力
だ
け
に
依
存
し
な
い
仕
組
み

づ
く
り
が
重
要
で
す
。

現
業
部
門
で
は
ハ
ー
ド・ソ
フ
ト

両
面
か
ら
対
策
す
る

　

清
掃
、給
食
、土
木
、公
園
管
理
、施
設

管
理
な
ど
の
現
業
部
門
で
は
、身
体
負
荷

の
高
い
作
業
が
多
く
、高
年
齢
者
の
特
性

を
踏
ま
え
た
作
業
環
境
改
善
が
特
に
重
要

で
す
。

　

清
掃
業
務
で
は
、ご
み
袋
や
資
源
物
の

運
搬
、車
両
へ
の
積
み
込
み
、階
段
や
狭
い

場
所
で
の
作
業
が
腰
痛
や
転
倒
に
つ
な
が

り
ま
す
。対
策
と
し
て
は
、台
車
、昇
降
装

置
、軽
量
容
器
、防
滑
靴
の
導
入
、収
集
場

所
の
見
直
し
、重
量
物
の
小
分
け
化
、複
数

人
作
業
の
設
定
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、雨
天
時
や
冬
季
は
路
面
が
滑
り
や

す
く
な
る
た
め
、天
候
に
応
じ
た
作
業
手

順
の
変
更
や
、無
理
な
時
間
設
定
を
避
け

る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

給
食
調
理
業
務
で
は
、食
材
や
食
缶
の

運
搬
、洗
浄
作
業
、長
時
間
の
立
位
作
業
、

中
腰
姿
勢
、床
の
水
濡
れ
が
大
き
な
リ
ス

ク
に
な
り
ま
す
。
作
業
台
の
高
さ
調
整
、

滑
り
に
く
い
床
材
、排
水
の
改
善
、重
量
物

を
腰
よ
り
下
や
肩
よ
り
上
に
置
か
な
い
配

置
、配
膳
用
台
車
の
改
善
、持
ち
上
げ
回

数
の
削
減
な
ど
が
有
効
で
す
。作
業
工
程

に
余
裕
が
な
い
場
合
、焦
り
に
よ
る
転
倒

や
火
傷
、切
創
も
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
の
で
、作
業
量
と
人
員
配
置
の
見
直
し

図6	 リスクアセスメントの基本的な手順

リスク低減のための優先度の設定
リスク低減措置の内容の検討

リスク低減措置の実施

危険性または有害性の特定

危険性または有害性ごとのリスクの見積り

スタート

手順1

手順2

手順3

手順4
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事務室事務室 休憩室•更衣室休憩室•更衣室

洗浄室

洗浄室
洗浄

配膳室

配膳室

配膳

調理室

調理室
調理

下処理室下処理室

検収室

検収室
受入・下処理

搬入口搬入口

配膳口
配膳口

動線を一方通行化し、効率化と安全性を向上改善後　動線が交錯し、非効率で接触・転倒リスクが高い改善前

職員
ゴミ・残菜
食器・食缶
調理済食品
食材

動線の凡例

改善のポイント
●動線の一方通行化
●区域の明確化
●交差の削減
●衛生管理の向上
●作業効率の向上
●転倒・接触リスク
　の低減

※施設の規模・形状により、最適な動線は異なります。

図7　給食調理場における作業動線改善例

の
転
倒
、通
路
で
の
つ
ま
ず
き
、書
庫
で
の

物
品
落
下
、駐
車
場
で
の
転
倒
、庁
舎
内

移
動
中
の
接
触
な
ど
、行
動
災
害
の
リ
ス

ク
が
あ
り
ま
す
。
高
年
齢
者
の
場
合
、わ

ず
か
な
段
差
や
床
面
の
変
化
、照
度
不
足
、

視
野
の
狭
ま
り
、急
な
方
向
転
換
が
災
害

に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
取
り
組
む
べ
き
は
、通
路
、階
段
、

出
入
口
、書
庫
、会
議
室
、倉
庫
、コ
ピ
ー

機
周
辺
の
整
理
整
頓
で
す
。床
に
配
線
や

荷
物
を
置
か
な
い
、雨
天
時
の
玄
関
マ
ッ

ト
を
適
切
に
管
理
す
る
、段
差
を
見
や
す

く
す
る
、階
段
に
手
す
り
を
設
け
る
、照

度
を
確
保
す
る
、滑
り
や
す
い
床
を
改
善

す
る
な
ど
、基
本
的
な
対
策
が
重
要
で
す
。

指
針
で
も
、階
段
へ
の
手
す
り
設
置
、段
差

解
消
、防
滑
素
材
の
採
用
、照
度
確
保
、安

全
標
識
や
危
険
箇
所
の
掲
示
が
例
示
さ
れ

て
い
ま
す（
図
11
）。
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も
安
全
対
策
の
一
部
で
す（
図
7
、8
）。

　
土
木・イ
ン
フ
ラ
関
係
で
は
、現
場
確
認
、

道
路・河
川・橋
梁・公
園
等
の
点
検
、災
害

時
対
応
な
ど
、屋
外
で
の
移
動
と
判
断
を

伴
う
業
務
が
多
く
な
り
ま
す
。高
年
齢
者

に
と
っ
て
は
、斜
面
、段
差
、不
整
地
、交

通
量
の
多
い
道
路
、暑
熱
環
境
が
大
き
な

負
担
に
な
り
ま
す
。
現
場
で
は
、単
独
行

動
を
避
け
る
、バ
デ
ィ
制
を
活
用
す
る
、作

業
前
に
足
元
や
退
避
場
所
を
確
認
す
る
、

夏
季
は
作
業
時
間
帯
を
調
整
す
る
、涼
し

い
休
憩
場
所
を
確
保
す
る
な
ど
の
対
応
が

必
要
で
す
。
通
達
で
も
、暑
熱
作
業
に
つ

い
て
は
休
憩
時
間
の
確
保
、水
分・塩
分
摂

取
状
況
の
確
認
、健
康
状
態
の
確
認
、巡

視
、バ
デ
ィ
制
、定
期
連
絡
等
が
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す（
図
9
）。

　

現
業
部
門
で
重
要
な
の
は
、ハ
ー
ド
対

策
と
ソ
フ
ト
対
策
を
分
け
て
考
え
る
の
で

は
な
く
、組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
手

す
り
や
防
滑
床
を
整
備
し
て
も
、時
間
に

追
わ
れ
る
作
業
割
付
で
走
る
よ
う
な
移
動

が
常
態
化
し
て
い
れ
ば
、転
倒
リ
ス
ク
は

残
り
ま
す
。
台
車
を
導
入
し
て
も
、通
路

が
狭
く
段
差
が
多
け
れ
ば
十
分
に
活
用
で

き
ま
せ
ん
。設
備
改
善
、作
業
方
法
、作
業

時
間
、休
憩
、教
育
を
一
体
で
考
え
る
こ
と

が
必
要
で
す（
図
10
）。

事
務
部
門
に
も

行
動
災
害
リ
ス
ク
が
あ
る

　

事
務
部
門
は
、機
械
や
重
量
物
を
扱
う

現
業
部
門
に
比
べ
れ
ば
危
険
が
少
な
い
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、実
際
に
は
、階
段
で

図9　暑熱作業現場でのバディ制の活用

65

図8　調理場の作業床の改善例

出典：中央労働災害防止協会『高年齢労働者の活躍促進のための安全衛
生対策 －先進企業の取組事例－事例3株式会社平和堂』2017年3月

暑熱作業におけるバディ制の実施イメージ
作業者同士が互いに声をかけあい、体調変化の早期発見と
安全確保を図ります。

・ 作業前に体調や睡眠の状況を確認
・ 作業中は定期的に声をかけ、様子を確認（顔色•発汗・動作の異常など）
・ 水分・塩分の摂取状況を確認し、休憩を促す
・ 異常があれば、作業を中止し、管理者へ連絡・対応

バディ制のポイント

確認の例
 顔色は悪くないか
 めまい・頭痛・吐き気はないか

 汗のかき方はいつもと違わないか
 水分をしつかりとっているか

※厚生労働省『高年齢者の労働災害防止のための指針』、基発0210第1号通達等を参考に著者作成

※厚生労働省『高年齢者の労働災害防止のための指針』、基発0210第1号通
達等を参考に著者作成

大丈夫！
水分も

とっているよ

具合は
どう？
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窓
口
業
務
で
は
、来
庁
者
対
応
の
た
め

に
立
ち
上
が
る
、書
類
を
取
り
に
行
く
、複

数
の
案
件
を
同
時
に
処
理
す
る
な
ど
、注

意
力
を
分
散
さ
せ
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま

す
。
通
達
で
は
、注
意
力
や
判
断
力
の
低

下
に
よ
る
労
働
災
害
防
止
の
た
め
、複
数

作
業
を
同
時
進
行
さ
せ
る
負
担
を
で
き
る

だ
け
避
け
、必
要
な
場
合
に
は
管
理
監
督

者
が
優
先
順
位
を
判
断
し
て
作
業
指
示
を

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、自
治
体
窓
口
に
お
い
て
も
重
要

な
考
え
方
で
す
。

　

ま
た
、情
報
機
器
作
業
へ
の
対
応
も
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
高
年
齢
者
で
は
、

画
面
の
見
づ
ら
さ
、眼
精
疲
労
、肩
こ
り
、

腰
痛
が
作
業
効
率
や
安
全
行
動
に
影
響
し

ま
す
。
画
面
の
文
字
サ
イ
ズ
、照
明
、机
・

椅
子
の
高
さ
、休
憩
の
取
り
方
、長
時
間
連

続
作
業
の
抑
制
な
ど
、情
報
機
器
作
業
の

労
働
衛
生
管
理
を
丁
寧
に
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
事
務
部
門
の
安
全
管
理
で
は
、「
危
険
な

作
業
は
な
い
」と
い
う
思
い
込
み
を
な
く

す
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。転
倒
は
、危
険
に

は
見
え
な
い
場
所
で
起
こ
る
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。日
常
の
動
線
の
中
に
あ

る
小
さ
な
リ
ス
ク
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。

健
康・体
力
の
把
握
と
両
立

支
援
を
実
務
に
落
と
し
込
む

　

高
年
齢
者
の
安
全
を
考
え
る
際
に
は
、

職
場
環
境
だ
け
で
な
く
、健
康
や
体
力
の

状
況
を
把
握
し
、そ
れ
に
応
じ
た
対
応
を

行
う
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。指
針
で
は
、

健
康
診
断
の
確
実
な
実
施
に
加
え
、健
康

診
断
結
果
の
意
味
を
丁
寧
に
説
明
し
、高

年
齢
者
が
自
ら
の
健
康
状
況
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、体
力
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い

て
も
、筋
力
、バ
ラ
ン
ス
能
力
、敏
捷
性
、

歩
行
能
力
な
ど
、労
働
災
害
に
直
接
関
係

す
る
項
目
を
中
心
に
継
続
的
に
行
う
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
、体
力

チ
ェ
ッ
ク
を「
選
別
」や「
排
除
」の
た
め

に
使
わ
な
い
こ
と
で
す
。体
力
の
状
況
を

把
握
す
る
目
的
は
、本
人
に
気
づ
き
を
促

し
、職
場
環
境
の
改
善
や
安
全
に
働
け
る

業
務
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
通
達
で
も
、評
価
基
準
を
設
け

る
場
合
に
は
、職
務
内
容
に
照
ら
し
て
合

理
的
な
水
準
と
し
、職
場
環
境
の
改
善
や

体
力
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、高
年
齢
者
の
中
に
は
、高
血
圧
、

糖
尿
病
、心
疾
患
、整
形
外
科
疾
患
、が
ん

治
療
後
の
経
過
観
察
な
ど
、何
ら
か
の
疾

病
を
抱
え
な
が
ら
働
く
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
安
全
衛
生
管
理
で
は
、治
療
と

就
業
の
両
立
支
援
を
全
庁
的
な
実
務
と
し

て
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。た
と

え
ば
、通
院
時
間
へ
の
配
慮
、重
量
物
取
り

扱
い
の
軽
減
、長
時
間
立
位
作
業
の
回
避
、

深
夜
業
や
長
時
間
勤
務
の
抑
制
、暑
熱
作

業
の
制
限
、復
職
時
の
段
階
的
業
務
復
帰

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
両
立
支
援
で
重
要
な
の
は
、
本
人
、
管

理
監
督
者
、
人
事
担
当
、
産
業
医
・
保
健

師
等
が
、
情
報
を
共
有
し
す
ぎ
ず
、
し
か

し
必
要
な
情
報
は
共
有
す
る
と
い
う
バ
ラ

ン
ス
で
す
。
健
康
情
報
や
体
力
情
報
は
個

人
情
報
で
あ
り
、
不
利
益
取
り
扱
い
を
防

ぐ
観
点
か
ら
、
取
り
扱
い
ル
ー
ル
を
安
全

衛
生
委
員
会
等
で
確
認
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
本
人
の
同
意
、
情
報
の
範

囲
、
共
有
先
、
記
録
の
管
理
、
委
員
会
報

告
時
の
匿
名
化
な
ど
を
明
確
に
し
て
お
く

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
「
病
気
が
あ
る
か
ら
働
け
な
い
」と
考
え

る
の
で
は
な
く
、「
ど
の
条
件
で
あ
れ
ば
安

全
に
働
け
る
か
」を
検
討
す
る
こ
と
が
両

立
支
援
の
基
本
で
す
。こ
れ
は
、高
年
齢

者
本
人
の
尊
厳
と
働
き
が
い
を
守
る
だ
け

で
な
く
、経
験
豊
富
な
職
員
の
力
を
組
織

に
活
か
す
う
え
で
も
重
要
で
す
。

安
全
衛
生
教
育
は
本
人
と

管
理
監
督
者
の
双
方
に
行
う

　
高
年
齢
者
の
公
務
災
害
防
止
対
策
で
は
、

安
全
衛
生
教
育
も
重
要
な
柱
で
す
。指
針

で
は
、高
年
齢
者
に
対
す
る
教
育
に
お
い

て
、十
分
な
時
間
を
か
け
、写
真
、図
、映

像
な
ど
文
字
以
外
の
情
報
も
活
用
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、再
雇
用

や
異
動
に
よ
り
経
験
の
な
い
業
務
に
従
事

す
る
場
合
に
は
、特
に
丁
寧
な
教
育
訓
練

図11 見える化による転倒防止策

玄関の段差の解消・マットの滑り止め

介護老人保健施設 規模 30～49人

• 玄関の車椅子用スロープに滑り止め付きマットを敷い
ている。

• 段差解消のため、マットを使用しているところは多い
が、完全な滑り止め付きマットを使用しているのは少
ない。

滑り止め付きマット段差注意のテープ

「危険マップ」で危険の見える化を！

＜危険マップの活⽤⽅法＞

危険マップとは、職場の平⾯図等に労働災害発⽣の危険のおそれのある箇所を明⽰して、
注意を喚起するためのものです。

危険マップを使った安全対策は次の⼿順で⾏います。

① 職場の平⾯図など（職場マップ）を⽤意します。ない場合は新たに作成をします。

② 職場内の危険な箇所や危険な作業について、従業員の参加のもとで洗い出しをします。
この場合、次のような箇所や作業が参考になります。
・過去に災害が発⽣した箇所
・ヒヤリ・ハット事例の多い箇所
・危険予知活動で注意が必要とされた箇所
・リスクアセスメントで作業場の注意が必要とされた箇所や作業

③ 危険を回避するために、従業員が注意をしなければならないこと、
守らなければならないことを、全員参加で検討します。

④ 職場マップに危険箇所を明⽰し、危険マップを作成します。この場合、危険箇所をわか
りやすく⽰すための「危険マーカー」（下の絵）を貼り付けると、危険箇所がより分かり
やすくなります。

⑤ また、危険個所について遵守すべき事項等のコメントも記載します。検討段階では貼り
替えが容易な付箋紙等を使うと便利です。

⑥ 作成した危険マップは、従業員が集まる休憩室等に掲⽰し、注意喚起や安全意識を⾼め
るようにします。

3

図10　現業部門におけるハード・ソフト対策例

部門 主な
災害リスク

ハード対策
（設備改善）

ソフト対策
（作業管理等）

清掃業務 転倒・腰痛・
車両接触

台車、昇降補助装置、防
滑靴、滑り止め床材

収集ルート見直し、複数人
作業、ゆとりある作業割付

給食調理 腰痛・転倒・
火傷

高さ調整作業台、滑りに
くい床、配膳用台車

作業分担、小口化、休憩時
間確保、ＫＹ活動

土木・施設
管理

転倒・墜落・
熱中症

手すり、墜落制止用器具、
冷却ベスト、アシストスーツ

バディ制、暑熱時の時間
調整、単独作業回避

介護・福祉 腰痛・転倒 リフト、スライディング
シート、移乗支援機器

ノーリフトケア、複数介助、
定期休憩出典：厚生労働省「社会福祉施設における労働災害

防止のために　好事例集」「社会福祉施設の見える化
による安全活動」
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が
必
要
で
す
。

　

高
年
齢
者
本
人
に
は
、加
齢
に
伴
う
身

体
機
能
の
変
化
が
公
務
災
害
リ
ス
ク
に
つ

な
が
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
低

下
、視
力
や
明
暗
順
応
の
低
下
、暑
さ
や

水
分
不
足
へ
の
感
覚
低
下
、反
応
時
間
の

遅
れ
な
ど
は
、誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
変

化
で
す
。こ
れ
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、

客
観
的
に
理
解
し
、体
力
維
持
、生
活
習

慣
改
善
、作
業
前
の
準
備
運
動
、転
倒
予

防
体
操
、適
切
な
靴
の
使
用
な
ど
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

通
達
で
は
、骨
密
度
が
低
い
と
転
倒
時

に
骨
折
し
や
す
く
な
る
こ
と
、食
事
や
運

動
に
よ
り
骨
密
度
を
維
持
で
き
る
こ
と
、

骨
粗
鬆
症
検
診
の
活
用
な
ど
も
教
育
の
一

環
と
し
て
周
知
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
高
年
齢
者
の
転
倒
は
、

単
な
る
打
撲
で
は
終
わ
ら
ず
、骨
折
に
よ

り
長
期
休
業
や
生
活
機
能
低
下
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、転
倒

予
防
は
健
康
づ
く
り
と
も
一
体
で
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、管
理
監
督
者
へ
の
教
育
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
管
理
監
督
者
は
、高
年
齢

者
が
実
際
に
働
く
現
場
を
見
て
、作
業
に

無
理
が
な
い
か
、急
が
せ
て
い
な
い
か
、複

数
作
業
を
抱
え
込
ん
で
い
な
い
か
、休
憩

を
取
れ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
立
場
に
あ

り
ま
す
。
声
か
け
は
、単
な
る
配
慮
で
は

な
く
、安
全
管
理
上
の
重
要
な
行
為
で
す
。

　

ま
た
、高
年
齢
職
員
と
若
年
職
員
が
互

い
の
強
み
を
活
か
す
こ
と
も
重
要
で
す
。

若
年
職
員
は
I
C
T
機
器
に
詳
し
く
、高

年
齢
職
員
は
現
場
経
験
や
住
民
対
応
の
知

恵
を
持
っ
て
い
ま
す
。両
者
を
対
立
的
に

捉
え
る
の
で
は
な
く
、チ
ー
ム
と
し
て
補

完
し
合
う
職
場
づ
く
り
が
、安
全
と
生
産

性
の
双
方
に
寄
与
し
ま
す
。

安
全
衛
生
委
員
会
を
起
点
に

P
D
C
A
を
回
す

　

高
年
齢
者
の
公
務
災
害
防
止
は
、一
度

対
策
を
実
施
し
て
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。年
間
推
進
計
画
を
作
成
し
、実
施
し
、

評
価
し
、改
善
す
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

が
必
要
で
す
。

　

ま
ず
、P
l
a
n
で
は
、災
害
統
計
、ヒ

ヤ
リ・ハ
ッ
ト
、職
場
巡
視
、健
康
診
断
結

果
の
集
団
的
傾
向
、職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
か
ら
現
状
や
課
題
を
把
握
し
、改
善
の

優
先
順
位
や
対
策
方
針
を
定
め
ま
す
。次

に
、D
o
で
は
、段
差
解
消
、手
す
り
設
置
、

通
路
改
善
、作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
定
、体
力

チ
ェ
ッ
ク
、教
育
、休
憩
ル
ー
ル
見
直
し
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。
C
h
e
c
k
で
は
、

災
害
件
数
、ヒ
ヤ
リ・ハ
ッ
ト
件
数
、職
員

の
声
、職
場
巡
視
結
果
、休
業
状
況
な
ど

か
ら
効
果
を
確
認
し
ま
す
。A
c
t
で
は
、

改
善
が
不
十
分
な
点
を
見
直
し
、次
年
度

計
画
に
反
映
し
ま
す
。

　

安
全
衛
生
委
員
会
で
は
、個
別
の
健
康

情
報
を
扱
う
の
で
は
な
く
、集
団
的・職
場

環
境
的
な
課
題
と
し
て
議
論
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。た
と
え
ば
、「
庁
舎
南
側
階
段

で
つ
ま
ず
き
が
多
い
」「
給
食
調
理
場
で
床

濡
れ
に
よ
る
ヒ
ヤ
リ・ハ
ッ
ト
が
多
い
」「
清

掃
部
門
で
腰
痛
に
よ
る
休
業
が
続
い
て
い

る
」「
夏
季
の
屋
外
点
検
で
体
調
不
良
の
申

し
出
が
増
え
て
い
る
」と
い
っ
た
形
で
、職

場
改
善
に
つ
な
が
る
情
報
に
加
工
し
て
扱

い
ま
す
。

　

ま
た
、自
治
体
に
は
複
数
の
職
場
が
あ

る
の
で
、好
事
例
を
横
展
開
す
る
こ
と
も

有
効
で
す
。あ
る
施
設
で
実
施
し
た
段
差

表
示
や
台
車
改
善
、作
業
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
、転
倒
予
防
体
操
、暑
熱
時
の
バ
デ
ィ
制

な
ど
が
有
効
で
あ
れ
ば
、他
の
施
設
や
出

先
機
関
に
も
共
有
で
き
ま
す
。高
年
齢
者

対
策
は
、各
所
属
が
孤
立
し
て
取
り
組
む

の
で
は
な
く
、全
庁
的
な
安
全
衛
生
施
策

と
し
て
展
開
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

高
年
齢
者
対
策
は

自
治
体
運
営
の
基
盤
で
す

　

高
年
齢
者
の
公
務
災
害
防
止
は
、単
な

る
法
改
正
対
応
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。経
験

豊
富
な
職
員
が
安
全
に
働
き
続
け
る
こ
と

は
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
し
、自
治

体
運
営
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で
す
。

　
指
針
と
通
達
が
示
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト

は
明
確
で
す
。
第
一
に
、ト
ッ
プ
の
方
針

を
明
確
に
し
、推
進
体
制
を
整
え
る
こ
と
。

第
二
に
、職
場
ご
と
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
行
い
、対
策
の
優
先
順
位
を
決
め

る
こ
と
。
第
三
に
、職
場
環
境
改
善
と
作

業
管
理
を
ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
両
面
か
ら
進

め
る
こ
と
。
第
四
に
、健
康
や
体
力
の
状

況
を
把
握
し
、両
立
支
援
と
業
務
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
う
こ
と
。
第
五
に
、安
全
衛
生

教
育
を
本
人
と
管
理
監
督
者
の
双
方
に
行

う
こ
と
。
第
六
に
、安
全
衛
生
委
員
会
等

を
活
用
し
て
P
D
C
A
を
回
す
こ
と
で
す
。

　

高
年
齢
者
の
た
め
の
対
策
は
、結
果
と

し
て
す
べ
て
の
職
員
に
と
っ
て
安
全
で
働

き
や
す
い
職
場
を
つ
く
り
ま
す
。段
差
が

少
な
く
、通
路
が
整
理
さ
れ
、作
業
に
ゆ
と

り
が
あ
り
、体
調
不
良
を
申
し
出
や
す
く
、

互
い
に
声
を
か
け
合
え
る
職
場
は
、年
齢

を
問
わ
ず
災
害
に
強
い
職
場
で
す
。

　

自
治
体
の
安
全
衛
生
担
当
者
に
は
、制

度
改
正
を「
負
担
」と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

職
場
を
見
直
す
好
機
と
し
て
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。高
年
齢
者
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り

は
、こ
れ
か
ら
の
自
治
体
に
と
っ
て
、最
も

実
践
的
で
、か
つ
重
要
な
安
全
衛
生
課
題

な
の
で
す
。


